
第 9 節 産婦人科研修 

 

一般目標 

健常女性の正常な生理・解剖学とその妊娠および加齢に伴う変化を理解し、その異常

に対応するために、基本的な産科・婦人科的知識・診療技術・コミュニケーション技法を

学習し、習得する。 

 

具体的目標 

産科 

① 産科患者の現病歴、身体所見、既往歴、家族歴をとり、適切な検査計画、治療計

画、プロブレムリストを作成し、提示することができる。 

② 妊娠、分娩、産褥の各ステージにおける母児の正常を評価することができる。 

③ 妊娠、分娩、産褥の各ステージにおける母児の異常と対応策について説明するこ

とができる。 

④ 妊娠、分娩、産褥の各ステージにおける女性の精神衛生について配慮することが

できる。 

婦人科 

① 婦人科患者の現病歴、身体所見、既往歴、家族歴をとり、常に、妊娠・出産を意識

した適切な検査計画、治療計画、プロブレムリストを作成し、提示することができる。 

② 婦人科疾患の手術療法の基本を理解し、第２助手として手術に参加することがで

きる。 

③ 婦人科悪性腫瘍の放射線療法・抗癌剤化学療法の基本を理解し、具体的な治療

計画を立案できる。 

④ 不妊症患者の検査計画より、体外受精・胚移植までを含めた治療計画の立案にグ

ループの一員として参加できる。 

⑤ 更年期障害をはじめとする女性のヘルスケアを行うに必要な知識と技術を習得す

る。 

⑥ 婦人科疾患の画像診断、病理診断の基本知識を習得する。 

 

実臨床研修 

① 朝回診の際には、上級医・指導医と一緒に回診を行い、包交など必要な処置の補

助を務める。 

② 創部確認、ドレーン抜去、食上げなど、産婦人科における正常・異常の判断を習得

する。 

③ 月曜日のカンファランスにおいて、受持ち患者の手術前プレゼンテーションを行い、

周術期における問題点、前週における手術経過について報告する。 



④ 手術時に内診を行い、子宮腟部の位置を確認し、女性における尿道バルーンの挿

入をスムーズに行うことができる。 

 

初期救急対応、当直対応  

緊急性の高い病態を有する患者の状態や緊急度を速やかに把握・診断し、必要時には

応急処置や院内外の専門部門と連携ができる。  

当直は、指導医の指導の下に、外来や病棟での救急対応を行う。 

 

研修評価 

① 研修医手帳による自己評価 

研修医手帳における該当項目を自己評価し、経験症例について記載する。 

② 指導医による評価 

指導医は、規定の書類を用いた評価を行う。 

③ 指導者（看護長）による評価 

指導者（看護長）は、規定の書類を用いた評価を行う。 
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第 14 節 産婦人科 〔選択科向け研修〕 

一般目標 

① 初期研修の理解をさらに深めるとともに、より詳細な知識の習得および診断・治療

技術の向上を目指して努力する。 

② 個々の検査・処置・手術について、その意義と目的を明確に把握するとともにその

リスクについて理解する。 

③ 入院中の受療者について必要な情報を取得し、現在の状態を適切に評価でき、治

療方針について具体的提案ができる。 

④ 妊娠および分娩における異常について理解し、異常妊娠と異常分娩に対するプラ

イマリ処置が適切かつ迅速に行える。 

⑤ 基本手術の執刀医および助手をつとめるとともに、手術手技の向上を図るための

具体的努力をする。 

⑥ 妊婦外来、婦人科一般外来を一定程度担当できる。 

⑦ カンファランスおよび学会で症例報告ができる。 

 

＜内 容＞ 

ジュニアレジデントとして診療チームに加わり、診療に直接参加する。責任指導医は各チ

ームの最上級者があたり、また基本的手技についてはシニアレジデントが指導を行う。 

 

具体的目標 

下記のＳＢＯ各項目のうち、Ａ項目は完全に習得することが望まれる。できればＢ項目ま

で習得することを望む。 

 

〈診療一般〉 

Ａ項目  

① 詳細な病歴の聴取を的確に行える。 

② 既往歴・家族歴・現病歴はもちろん、月経歴・妊娠分娩歴・性経験など産婦人科

診療に特有の事項について、品位と節度に注意しながら、具体的に聴取する。 

③ 膣鏡を正しく苦痛を与えずに挿入でき、膣粘膜と膣分泌物・子宮膣部の所見がと

れる。また膣分泌物・頸管粘液と子宮膣部・頸部の細胞診の採取ができる。 

④ 下腹部、鼠径部、外陰部の形態・発育・病的変化についての所見が取れる。 

⑤ 内診（双合診）あるいは直腸診により骨盤内の所見がとれる。 

⑥ 尿ｈＣＧ検査・基礎体温表・尿ＬＨ検査などにより排卵日の推定と妊娠の判定がで

きる。 

⑦ 経腹あるいは経膣超音波により子宮および卵巣が描写できる。 



B 項目 

① 月経異常（月経痛などの月経困難症、過多・過長・過少・希発月経、原発性また

は続発性無月経など）について理解し、妊娠および妊娠性疾患・婦人科疾患との

鑑別ができる。 

② 子宮の消息子診、子宮内膜の細胞診、内膜試験掻爬が安全に施行できる。 

③ 膣拡大鏡（コルポスコープ）を使用し、子宮膣部の所見を取得し、生検を施行でき

る。 

④ 経腹あるいは経膣超音波により子宮および卵巣の異常所見を判定できる。また

卵胞、子宮内膜を描写できる。 

 

〈産科領域〉 

Ａ項目 

① 妊娠子宮の大きさ・硬さなどの経時的変化を内診および外診により把握できる。 

② 超音波画像により正常妊娠の初期経過が評価できる。 

③ 妊娠健康診査における検査項目の意義を理解し、腹部の外計測・下肢の浮腫の

判定ができる。 

④ 外診により胎児の胎位・胎向の判定ができる。 

⑤ ドップラー法により胎児心拍動を聴取し、心拍数・徐脈・頻脈不整脈の有無が把

握できる。 

⑥ 分娩監視装置が装着できて、外来および病棟での胎児心拍及び子宮収縮曲線

所見についての評価ができる。 

⑦ 正常分娩の経過について理解し、経時的変化を内診・外診により把握し、評価で

きる。 

⑧ 簡単な会陰切開および縫合ができる。 

⑨ 産褥のマイナートラブルについて理解し、予防および対処ができる。 

⑩ 乳房のケアとトラブルについて学習し、適切な処置と指導ができる。 

B 項目 

① 超音波画像による妊娠部位・着床部位および妊娠週数の判定ができる。 

② 超音波画像による枯死卵あるいは胎児死亡の確定診断ができる。 

③ 超音波画像により胎児発育が評価でき、胎盤・羊水量の異常が診断できる。 

④ 切迫流産、切迫早産、前期破水、妊娠中毒症など頻度が高い妊娠異常の診断と

一次管理ができる。 

⑤ 胎児仮死、微弱陣痛、過強陣痛、分娩停止など頻度が高い分娩時異常の診断と

一次管理ができる。 

⑥ 分娩時の大量出血について理解し、予防および一次対処ができる。 



⑦ 指導医のもとで流産手術を施行できる。 

⑧ 分娩時の小手術（会陰切開と縫合、膣壁裂傷・頸管裂傷の縫合など）および極性

麻酔や陰部神経ブロックが施行できる。 

⑨ 産科手術の術前準備、術後管理ができる。 

⑩ 正常分娩例の退院診察、退院時指導ができる。 

 

〈婦人科領域〉 

Ａ項目 

① 内分泌的検査により異常を判断でき、基本的治療ができる。 

② 精液検査、子宮卵管造影が施行できる。 

③ 人工授精（AIH）の適応を理解し、施行できる。 

④ 腟分泌物検鏡検査ができる。 

⑤ 避妊指導および経口避妊薬の処方、IUD の装着ができる。 

⑥ 婦人科良性疾患手術の術前準備、術後管理ができる。 

⑦ 基本手術の第一助手をつとめることができる。 

B 項目 

① 子宮がん検診ができる。 

② 性感染症の診断と基本的治療ができる。 

③ 画像、病理学的および生化学的データから生殖領域腫瘍の良性、悪性の鑑別が

一定程度できる。 

④ 婦人科悪性腫瘍手術の術前準備、術後管理ができる。 

⑤ がん化学療法を計画し施行できる。 

⑥ 骨盤 CT および MRI 像の異常が判断できる。 

⑦ 基本手術の執刀医をつとめることができる。 

⑧ 良性疾患入院例の退院診察、退院時指導ができる。 

 

〈婦人科腫瘍・感染症〉 

Ａ項目 

① 子宮筋腫の頻度・発症年齢・発育症状と臨床症状との関連および合併症を理解

する。 

② 卵巣に生じる良性腫瘍（上皮性および胚細胞性）の分類と組織型、臨床的特徴に

ついて理解する。 

③ 子宮膣部・頸部および内膜の細胞診（パパニコロウ）が行える。細胞アトラスと実

際もスライド標本を比較してみることができる。 

④ 子宮癌・卵巣癌および外陰癌の腫瘍マーカーについて理解する。 



⑤ 細菌性および真菌性膣炎・外陰炎、膣細菌症の発生機序・生体防御機構につい

て学習する。 

⑥ 性感染症（クラミジア感染症・尖形コンジローマ・性器ヘルペス・淋病）および梅毒

について、原因病原体・感染様式・生物学的自然死・治療法および合併症・続発

症について理解する。 

Ｂ項目 

① 子宮内膜症による腫瘍性病変（子宮腺筋症・卵巣チョコレート膿腫）に対する薬物

療法および手術療法の特徴・適応について理解する。 

② 不妊症・妊娠合併症・分娩時の異常と婦人科腫瘍の関連について、それぞれ理

解する。 

③ 子宮筋腫、卵巣膿腫の合併妊娠において生じやすい病態・疾患とその治療につ

いて理解する。 

④ 子宮頸部・体部、卵巣および卵管に生じる悪性腫瘍の分類・病因・疫学について

理解する。 

 

実臨床研修 

① 指導医について分娩時の介助を行い、会陰切開を入れ、その縫合を行う。 

② 吸引分娩の適応を学び、器具の使用法を習得し、その手技を介助者として実践す

る。 

③ 帝王切開の適応を学び、その準備を習得し、第二助手として手術に参加し、皮下組

織および皮膚の縫合を行う。 

④ 婦人科手術に第二助手として参加し、子宮および付属器の解剖を学び、指導医と

ともに縫合糸の結紮を行う。また、皮下組織および皮膚の縫合を行う。 

 

研修評価 

① 研修医手帳による自己評価 

研修医手帳による自己評価 

研修医手帳における該当項目を自己評価し、経験症例について記載する。 

② 指導医による評価 

指導医は、規定の書類を用いた評価を行う。 

さらに、選択科目として追加選択したことを踏まえて、さらなるスキルアップのため

に必要な項目について、指導医からの個別評価を受ける。 

③ 指導者（看護長）による評価 

指導者（看護長）は、規定の書類を用いた評価を行う。 




